
(57)【要約】

【課題】

従来の栽培装置に比べ、長大な栽培ベッドにおいても、

均一な培養液濃度を全栽培ベッドに供給でき、その結果

、従来の栽培装置での栽培ベッドの上流と下流における

作物の生育速度の差が解消し、従来困難であった均一な

大きさの園芸作物を栽培することを可能にする。

【解決手段】

本発明では従来的な一時傾斜(1)に加え，横方向の傾斜

（二次傾斜）(2)を加え，さらに栽培ベッド(3)に沿って

ドリップイリゲーションホース(10)を設置することによ

り，培養液を横から供給することを可能にした。その結

果，培養液は中央に設置された排水チャンネル(5)に向

かって栽培ベッド上を斜め方向に流れて行く。そのため

，ドリップイリゲーションホース(10)から供給された培

養液が、栽培ベッド(3)上を移動する距離が短く，植物

体の根系を通過することによる培養液濃度の低下が無視

できるまでに小さくなり、均一な大きさの植物体を栽培

する水耕栽培装置が可能となる。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
植 物 体 （ １ １ ） を 保 持 し 、 該 植 物 体 の 根 系 へ 培 養 液 を 供 給 す る 、 少 な く と も 二 方 向 以 上 の
傾 斜 面 を 有 す る 栽 培 ベ ッ ド （ ３ ） と 、
該 栽 培 ベ ッ ド の 傾 斜 面 に 該 培 養 液 を 供 給 す る 培 養 液 供 給 手 段 と 、
該 栽 培 ベ ッ ド （ ３ ） か ら 、 培 養 液 を 排 出 す る 培 養 液 回 収 手 段 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 水
耕 栽 培 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 培 養 液 供 給 手 段 は 、 栽 培 ベ ッ ド （ ３ ） の 長 手 方 向 に 配 置 し て 、 該 記 栽 培 ベ ッ ド （ ３ ）
の 側 面 か ら 、 前 記 培 養 液 を 供 給 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 水 耕 栽 培 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 培 養 液 供 給 手 段 は 、 前 記 栽 培 ベ ッ ド （ ３ ） に 配 置 さ れ た 栽 培 パ ネ ル （ １ ４ ） で 保 持 さ
れ た 植 物 体 （ １ １ ） に 対 し て 、 上 記 培 養 液 を 、 最 短 距 離 で 供 給 す る 位 置 に 配 置 さ れ た こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 １ な い し は ２ い ず れ か に 記 載 の 水 耕 栽 培 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 培 養 液 供 給 手 段 は 、 培 養 液 タ ン ク （ ６ ） に 接 続 さ れ た 培 養 液 供 給 パ イ プ （ ４ ） と 栽 培
ベ ッ ド （ ３ ） の 長 手 方 向 に 配 置 さ れ た ド リ ッ プ イ リ ゲ ー シ ョ ン ホ ー ス （ １ ０ ） で あ る こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 １ な い し は ３ い ず れ か に 記 載 の 水 耕 栽 培 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 栽 培 ベ ッ ド （ ３ ） の 長 手 方 向 に 配 置 さ れ た 培 養 液 回 収 手 段 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 １ な い し は ４ い ず れ か に 記 載 の 水 耕 栽 培 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 培 養 液 回 収 手 段 は 、 前 記 栽 培 ベ ッ ド か ら 培 養 液 を 回 収 す る 該 排 水 チ ャ ン ネ ル （ ５ ） と
、 該 排 水 チ ャ ン ネ ル （ ５ ） で 回 収 さ れ た 培 養 液 を 蓄 積 す る 上 記 培 養 液 タ ン ク （ ６ ） よ り 構
成 さ れ た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ な い し は ５ い ず れ か に 記 載 の 水 耕 栽 培 装 置
【 請 求 項 ７ 】
前 記 培 養 液 回 収 手 段 に よ り へ 回 収 し た 培 養 液 を 、 前 記 培 養 液 供 給 手 段 へ 循 環 さ せ る 手 段 （
７ ） を 有 す る こ と 特 徴 と す る 請 求 項 １ な い し は ６ に い ず れ か に 記 載 の 水 耕 栽 培 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
前 記 栽 培 ベ ッ ド （ ３ ） へ の 前 記 培 養 液 の 供 給 は 、 薄 膜 状 に 行 う こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １
な い し ７ い ず れ か に 記 載 の 水 耕 栽 培 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
本 発 明 は 、 水 耕 栽 培 装 置 、 特 に 複 数 の 植 物 体 を 育 成 す る 長 大 な 栽 培 ベ ッ ド へ 最 適 な 培 養 液
の 供 給 を 可 能 に す る 水 耕 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
従 来 、 水 耕 栽 培 装 置 の 一 つ に Nutrient Film Technique (以 下 ， NFTと す る 。 )が あ り 、 植
物 体 の 栽 培 に 用 い ら れ て い る 。 水 耕 栽 培 装 置 の 利 点 と し て は 、 植 物 体 へ 供 給 す る 培 養 液 を
任 意 の 濃 度 ・ 量 ・ 時 間 に 施 用 で き る こ と が あ げ ら れ る が 、 地 下 部 へ の 酸 素 の 供 給 が 難 点 と
さ れ て き た 。 そ こ で 、 NFTは 培 養 液 の 層 を 薄 く フ イ ル ム 状 に す る こ と に よ り こ の 難 点 を 解
消 し た も の で あ り 、 近 年 、 注 目 さ れ て い る 。 （ 特 許 文 献 １ ）
【 ０ ０ ０ ３ 】
し か し 、 従 来 の NFTで は 、 長 大 な 栽 培 ベ ッ ド に し た 場 合 、 栽 培 ベ ッ ド の 上 流 と 下 流 に お け
る 作 物 の 生 育 速 度 に 差 が 生 じ 安 く 、 均 一 な 大 き さ の 植 物 体 を 栽 培 す る こ と が 困 難 で あ っ た
。 こ の 原 因 は 、 培 養 液 を 供 給 す る 栽 培 ベ ッ ド の 上 流 と 下 流 で 、 培 養 液 に 濃 度 差 が 生 じ 、 作
物 の 生 育 に 違 い が で る と い っ た 問 題 が 顕 著 に 影 響 す る た め で あ る 。 つ ま り ， 培 養 液 タ ン ク
か ら 供 給 さ れ た 直 後 の 栽 培 ベ ッ ド 上 流 で は 、 植 物 体 の 生 育 は 促 進 さ れ る 一 方 、 栽 培 ベ ッ ド
を 下 流 に 流 れ て 行 く に し た が い ， 培 養 液 中 の 無 機 成 分 が 植 物 に 吸 収 さ れ て 、 培 養 液 の 濃 度
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が 低 下 す る た め に 、 下 流 で は 植 物 が 吸 収 で き る 培 養 液 が 少 な く 、 植 物 体 の 生 育 に 差 が 生 じ
、 商 品 価 値 を 損 な う こ と に な る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
一 方 、 培 養 液 の 濃 度 低 下 を 防 ぐ 水 耕 栽 培 装 置 と し て は 、 例 え ば 、 中 空 導 管 状 の 栽 培 ベ ッ ド
を 傾 斜 さ せ て 培 養 液 を 充 分 に 供 給 す る 水 耕 栽 培 装 置 や 、 （ 特 許 文 献 ２ ） 、 培 養 液 に 対 し て
浮 力 を 有 す る 栽 培 ベ ッ ド を 育 成 棚 に 傾 斜 し て 配 置 す る 水 耕 栽 培 装 置 が 提 案 さ れ て い る 。 （
特 許 文 献 ３ ） し か し 、 こ の 種 の 水 耕 栽 培 装 置 で は 、 培 養 液 が 多 量 に 必 要 と な り 、 培 養 液 回
収 、 循 環 の た め 大 型 装 置 を 要 す る 。 植 物 体 に よ っ て は 、 培 養 液 の 過 剰 供 給 に よ る 根 腐 れ 等
の 問 題 が 生 じ 安 い 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ０ － ５ ０ ７ ５ ４ 号
【 特 許 文 献 ２ 】 特 表 ２ ０ ０ ０ － ５ １ ０ ７ ０ ６ 号
【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 ２ ０ ０ ４ － ３ ４ ４ ０ ８ ６ 号
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
そ こ で 本 発 明 者 は 、 鋭 意 研 究 の 結 果 、 栽 培 ベ ッ ド 上 を 移 動 す る 培 養 液 の 移 動 距 離 を 短 く し
て 、 植 物 体 の 根 系 を 通 過 す る こ と に よ る 培 養 液 濃 度 の 低 下 を 小 さ く す れ ば 、 上 記 課 題 が 解
決 で き る こ と に 着 目 し た 。 本 発 明 は 、 簡 易 な 構 成 で 、 従 来 の 水 耕 栽 培 装 置 に 比 べ 、 長 大 な
栽 培 ベ ッ ド で も 、 均 一 な 濃 度 の 培 養 液 を 全 栽 培 ベ ッ ド の 上 流 ・ 下 流 に 供 給 し て 、 上 流 と 下
流 に お け る 作 物 の 生 育 速 度 の 差 が 解 消 し 、 し か も 、 培 養 液 を 循 環 あ る い は 他 の 栽 培 ベ ッ ド
へ 供 給 で き る の で 、 均 一 な 大 き さ の 植 物 体 を 大 規 模 に 栽 培 で き る 水 耕 栽 培 装 置 を 提 供 す る
こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
本 発 明 者 ら は 、 上 記 課 題 を 解 決 す る た め 、 特 許 請 求 の 範 囲 １ に 係 る 本 発 明 で は 、 従 来 的 な
培 養 液 の 流 れ る 縦 方 向 の 一 次 傾 斜 に 加 え 、 少 な く と も 、 横 方 向 の 二 次 傾 斜 を 加 え る こ と を
提 案 す る 。 特 許 請 求 の 範 囲 ２ に 係 る 本 発 明 で は 、 さ ら に 栽 培 ベ ッ ド に 沿 っ て 培 養 液 供 給 手
段 を 設 置 す る こ と に よ り 、 培 養 液 を 横 か ら 供 給 す る 培 養 液 供 給 手 段 を 有 す る 水 耕 栽 培 装 置
を 提 案 す る 。 請 求 項 ３ に 係 る 本 発 明 で は 、 前 記 培 養 液 供 給 手 段 が 、 前 記 栽 培 ベ ッ ド の 植 物
体 保 持 穴 ま た は 根 系 に 対 し て 、 培 養 液 を 最 短 距 離 で 供 給 す る 位 置 に 配 置 さ れ た 水 耕 栽 培 装
置 を 提 案 す る 。 請 求 項 ４ に 係 る 発 明 で は 、 培 養 液 供 給 手 段 が 、 ド リ ッ プ イ リ ゲ ー シ ョ ン ホ
ー ス で あ る 水 耕 栽 培 装 置 を 提 案 す る 。 請 求 ５ に 係 る 発 明 で は 、 栽 培 ベ ッ ド の 長 手 方 向 に 、
供 給 さ れ た 培 養 液 該 を 回 収 す る 排 水 チ ャ ン ネ ル を 配 置 し て 培 養 液 を 回 収 す る 手 段 を 備 え た
水 耕 栽 培 装 置 を 提 案 す る 。 請 求 項 ６ お よ び ７ に 係 る 本 発 明 で は 、 培 養 液 回 収 手 段 へ 回 収 し
た 培 養 液 を 、 培 養 液 供 給 手 段 へ 循 環 さ せ る 手 段 を 有 す る こ と 特 徴 と す る 水 耕 栽 培 装 置 を 提
案 す る 。 請 求 項 ８ に 係 る 本 発 明 で は 、 栽 培 ベ ッ ド へ の 前 記 培 養 液 の 供 給 は 、 薄 膜 状 に 行 う
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ な い し 7項 い ず れ か に 記 載 の 水 耕 栽 培 装 置 を 提 案 す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
以 上 の よ う に 構 成 さ れ た 本 発 明 で は 、 以 下 の 効 果 を 奏 す る 。
（ １ ） 請 求 項 １ に 係 る 発 明 の 効 果
特 許 請 求 の 範 囲 １ に 係 る 本 発 明 で は 、 従 来 的 な 一 次 傾 斜 に 加 え 、 横 方 向 の 傾 斜 （ 二 次 傾 斜
） を 加 え た の で 、 栽 培 ベ ッ ド に 保 持 さ れ た ぞ れ ぞ れ の 植 物 体 の 根 系 に 、 斜 め 方 向 か ら 均 一
な 濃 度 の 培 養 液 を 供 給 で き る 。 そ の 結 果 、 従 来 の 栽 培 装 置 で の 栽 培 ベ ッ ド の 上 流 と 下 流 に
お け る 作 物 の 生 育 速 度 の 差 が 解 消 し 、 均 一 な 大 き さ の 植 物 体 を 栽 培 す る 水 耕 栽 培 装 置 が 可
能 と な る 。
（ ２ ） 請 求 項 ２ に 係 る 発 明 の 効 果
さ ら に 、 培 養 液 供 給 手 段 を 、 栽 培 ベ ッ ド の 長 手 方 向 に 配 置 し て 、 該 記 栽 培 ベ ッ ド の 側 面 か
ら 、 培 養 液 を 供 給 す る 。 そ の 結 果 、 従 来 の 栽 培 装 置 で の 栽 培 ベ ッ ド の 上 流 と 下 流 に お け る
作 物 の 生 育 速 度 の 差 が 解 消 し 、 長 大 な 栽 培 ベ ッ ド で も 、 上 流 と 下 流 に お け る 作 物 の 生 育 速
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度 の 差 が 解 消 し 、 均 一 な 大 き さ の 植 物 体 を 栽 培 す る 水 耕 栽 培 装 置 が 可 能 と な る 。
（ ３ ） 請 求 項 ３ に 係 る 発 明 の 効 果
さ ら に 、 上 記 培 養 液 供 給 手 段 は 、 前 記 栽 培 ベ ッ ド に 保 持 さ れ た そ れ ぞ れ の 植 物 体 に 対 し て
、 培 養 液 を 最 短 距 離 で 供 給 す る 位 置 に 配 置 さ れ て い る の で 、 培 養 液 の 濃 度 変 化 が 少 な く 、
均 一 な 大 き さ の 植 物 体 を 栽 培 す る 水 耕 栽 培 装 置 が 可 能 と な る 。
（ ４ ） 請 求 項 ４ に 係 る 発 明 の 効 果
請 求 項 ４ に 係 る 発 明 で は 、 前 記 培 養 液 供 給 手 段 が 、 ド リ ッ プ イ リ ゲ ー シ ョ ン ホ ー ス で あ る
の で 、 長 大 な 栽 培 ベ ッ ド に お い て も 、 栽 培 ベ ッ ド の 上 流 と 下 流 に お け る 作 物 の 生 育 速 度 の
差 が 解 消 し 、 均 一 な 大 き さ の 植 物 体 を 栽 培 で き る 水 耕 栽 培 装 置 が 可 能 と な る 。 ま た 、 上 記
培 養 液 を 、 最 短 距 離 で 供 給 す る 位 置 に 配 置 で き る の で 、 培 養 液 の 濃 度 変 化 が 少 な く 、 均 一
な 大 き さ の 植 物 体 を 栽 培 す る 水 耕 栽 培 装 置 が 可 能 と な る 。
（ ５ ） 請 求 項 ５ に 係 る 発 明 の 効 果
栽 培 ベ ッ ド の 長 手 方 向 に 、 濃 度 変 化 の 少 な い 培 養 液 を 回 収 す る 培 養 液 回 収 手 段 を 備 え た の
で 、 再 度 、 栽 培 ベ ッ ド へ 供 給 す る こ と が で き る 。
（ ６ ） 請 求 項 ６ お よ び ７ に 係 る 発 明 の 効 果
培 養 液 回 収 手 段 へ 回 収 し た 培 養 液 を 、 培 養 液 供 給 手 段 へ 循 環 さ せ る 手 段 を 有 す る の で 、 長
大 な 栽 培 ベ ッ ド に お い て 経 済 的 で あ り 、 環 境 負 荷 も 少 な い 。
（ ７ ） 請 求 項 ８ に 係 る 発 明 の 効 果
さ ら に 、 栽 培 ベ ッ ド へ の 前 記 培 養 液 の 供 給 を 薄 膜 状 に 行 う こ と で 、 長 大 で 栽 培 面 積 の 大 き
い 栽 培 ベ ッ ド で 、 経 済 的 か つ 低 環 境 負 荷 下 に 、 均 一 な 大 き さ の 植 物 体 を 大 規 模 に 栽 培 す る
水 耕 栽 培 装 置 が 可 能 と な る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
本 発 明 の 実 施 の 形 態 （ 以 下 、 単 に 本 発 明 と い う ） に つ い て 、 以 下 に 図 面 に 基 づ き 説 明 す る
。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
（ １ ） 本 発 明 の 全 体 構 造
図 １ は 、 本 発 明 に 係 る 水 耕 栽 培 装 置 （ 以 下 、 本 水 耕 栽 培 装 置 と す る ） の 図 で あ る 。 本 水 耕
栽 培 装 置 は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 例 え ば 、 支 柱 を 有 す る 培 養 液 を 供 給 す る 方 向 に 傾 斜 し た
栽 培 ベ ッ ド ３ を 有 す る 。 こ の 栽 培 ベ ッ ド ３ は 、 少 な く と も 、 ２ 方 向 以 上 の 傾 斜 面 を 有 し て
お り 、 単 独 、 あ る い は 複 数 を 平 面 あ る は 立 体 に 連 結 で き る 。 該 栽 培 ベ ッ ド ３ に は 、 図 ２ に
示 す よ う に 、 植 物 体 を 保 持 す る 栽 培 パ ネ ル １ ４ が 配 置 さ れ て い る 。 該 植 物 体 の 根 系 が 、 栽
培 ベ ッ ド ３ に 接 す る よ う に 、 栽 培 パ ネ ル １ ４ は 設 置 さ れ る 。 本 実 施 例 で は 、 植 物 体 と し て
は 、 レ タ ス を 用 い た 。 栽 培 パ ネ ル １ ４ で 保 持 さ れ る 植 物 体 １ １ の 根 系 に は 、 該 栽 培 ベ ッ ド
３ の 上 流 か ら 、 培 養 液 を 供 給 す る 。 栽 培 パ ネ ル １ ４ で 保 持 さ れ る 植 物 体 は 、 植 物 体 の 生 育
を 考 慮 し て 、 単 位 面 積 当 た り の 保 持 数 が 決 め ら れ る 。 し か も 、 下 記 に 述 べ る 培 養 液 供 給 手
段 １ ０ か ら 最 短 距 離 に あ り 、 培 養 液 の 流 れ が 他 の 植 物 体 と 重 な ら な い 位 置 に 配 設 す る の が
望 ま し い 。 以 下 に さ ら に 、 詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
（ ２ ） 本 発 明 の 栽 培 ベ ッ ド
図 ３ は 、 本 水 耕 栽 培 装 置 の 栽 培 ベ ッ ド ３ の 断 面 図 で あ る 。 本 体 は 、 長 さ 18m ｘ  幅 46cmで
あ る 。 図 １ 、 ２ お よ び ３ に 示 す よ う に 、 栽 培 ベ ッ ド ３ の 長 手 方 向 に 形 成 さ れ た 一 次 傾 斜 １
お よ び 栽 培 ベ ッ ド ３ の 幅 方 向 に 形 成 さ れ た 二 次 傾 斜 ２ に よ っ て 、 培 養 液 の 流 れ を 規 制 す る
。 培 養 液 は 、 育 成 す る 植 物 体 に よ っ て 、 適 宜 、 調 整 さ れ る 。 本 実 施 例 で は 、 レ タ ス （ Lect
uca sativa L. cv L-2, 株 式 会 社 み か ど 種 苗 ） 育 成 の た め 、 園 芸 試 験 場 処 方 の 1/4単 位 を
用 い た 。
【 ０ ０ １ １ 】
（ ３ ） 培 養 液 供 給 手 段
本 実 施 例 で は 、 上 記 培 養 液 の 適 切 な 供 給 の た め 、 上 記 栽 培 ベ ッ ド ３ の 長 手 方 向 に 形 成 さ れ
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た 一 次 傾 斜 １ を １ ％ 、 栽 培 ベ ッ ド ３ の 幅 方 向 に 形 成 さ れ た 二 次 傾 斜 ２ を ３ ％ に し た 。 少 な
く と も 二 方 向 以 上 の 傾 斜 面 を 有 す る 栽 培 ベ ッ ド ３ 上 に は 、 そ の 長 手 方 向 に 、 培 養 液 タ ン ク
６ （ 56.5 x 72 x 60 cm） か ら 、 ポ ン プ ７ （ Hitachi, C-P60J） に よ り 、 培 養 液 供 給 パ イ プ
４ （ PVC 13） に 連 結 さ れ た 複 数 の 培 養 液 供 給 孔 を 有 す る ド リ ッ プ イ リ ゲ ー シ ョ ン ホ ー ス １
０ （ Evaflow A, Netafim） が 接 続 お よ び 配 設 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
（ ４ ） 栽 培 ベ ッ ド
栽 培 ベ ッ ド ３ 上 に は 、 保 水 性 の 優 れ た キ ャ ピ ラ リ ー マ ッ ト ９ が 敷 設 さ れ て お り 、 ド リ ッ プ
イ リ ゲ ー シ ョ ン ホ ー ス １ ０ か ら 供 給 さ れ た 培 養 液 は 、 該 ピ ラ リ ー マ ッ ト ８ 上 を 流 れ 、 キ ャ
ピ ラ リ ー マ ッ ト ８ 上 に 配 設 さ れ た 栽 培 パ ネ ル １ ４ （ 発 砲 ス チ ロ ー ル 板  90 x 180 cm） の 植
物 体 保 持 穴 ま た は 該 栽 培 パ ネ ル に お い て 保 持 さ れ た 植 物 体 の 根 系 の 位 置 １ ２ に 該 培 養 液 を
供 給 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
（ ５ ） 栽 培 パ ネ ル
な お 、 上 記 栽 培 パ ネ ル １ ４ に は 、 長 手 方 向 に 向 か っ て １ ５ ｃ ｍ 、 幅 方 向 に 向 か っ て １ ８ ｃ
ｍ の 間 隔 で 植 物 体 が 保 持 さ れ て い る 。 本 実 施 例 で は 、 ２ ４ ０ 本 の 植 物 体 を 育 成 す る こ と が
で き る 。 な お 、 栽 培 ベ ッ ド の 傾 斜 に 合 わ せ て 、 栽 培 パ ネ ル も 配 置 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
（ ６ ） 培 養 液 回 収 手 段
さ ら に 、 栽 培 ベ ッ ド ３ の ド リ ッ プ イ リ ゲ ー シ ョ ン ホ ー ス １ ０ の 対 向 す る 位 置 に 、 供 給 し た
培 養 液 を 回 収 す る た め 、 栽 培 ベ ッ ド ３ の 長 手 方 向 に 排 水 チ ャ ン ネ ル ５ （ 幅 5.5cm， 深 さ 2.0
cm） が 配 置 さ れ て い る 。 な お 、 図 １ ， ２ に 示 す よ う に 栽 培 パ ネ ル 組 み 合 わ せ る 場 合 、 排 水
チ ャ ン ネ ル ５ は 、 栽 培 ベ ッ ド ３ の 中 央 に 配 置 す る こ と が 望 ま し い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
該 排 水 チ ャ ン ネ ル ５ は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 栽 培 ベ ッ ド 下 流 端 部 で 集 め た 上 、 培 養 液 タ ン
ク ６ に 接 続 す る 。 望 ま し く は 、 フ ァ イ ル タ ー ９ （ Arkal3/4” , Arkal
Filtration Systems） を 介 し て 、 ポ ン プ ７ に よ り 再 び ド リ ッ プ イ リ ゲ ー シ ョ ン ホ ー ス １ ０
供 給 さ れ に 、 栽 培 ベ ッ ド に 培 養 液 が 供 給 ・ 循 環 さ せ る 。 な お 、 本 実 施 例 で は 、 同 一 の 栽 培
ベ ッ ト ユ ニ ッ ト で 循 環 さ せ て い る が 、 他 の 栽 培 ベ ッ ド ユ ニ ッ ト に 供 給 で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
（ ７ ） 本 発 明 の 栽 培 ベ ッ ド に お け る 培 養 液 の 流 れ
上 記 の よ う に 構 成 さ れ た 本 水 耕 栽 培 装 置 に お け る 培 養 液 の 流 れ を 、 図 １ お よ び 図 ４ に 示 す
。
即 ち 、 図 １ に 示 す よ う に 、 上 記 に よ う に 構 成 さ れ た 栽 培 ベ ッ ド に 配 置 さ れ た 培 養 液 供 給 手
段 お よ び 培 養 液 回 収 手 段 に よ り 、 培 養 液 は 、 培 養 液 タ ン ク ６ か ら フ ィ ル タ ９ を 介 し て 接 続
さ れ た ポ ン プ ７ に よ り 、 培 養 液 供 給 パ イ プ ４ を 通 り 、 ド リ ッ プ イ リ ゲ ー シ ョ ン ホ ー ス １ ０
か ら 、 栽 培 ベ ッ ド ３ に 供 給 さ れ る 。 図 ４ に 示 す よ う に 、 培 養 液 １ ３ は 層 状 に 供 給 さ れ る が
、 該 キ ャ ピ ラ リ ー マ ッ ト ８ 上 を 、 栽 培 パ ネ ル １ ４ で 保 持 さ れ た 植 物 体 の 根 系 の 位 置 １ ２ へ
、 最 短 距 離 か つ 他 の 植 物 体 の 根 系 と 重 な ら な い よ う に 供 給 で き る 。 下 流 に お け る 培 養 液 の
濃 度 低 下 が 少 な い 。 供 給 さ れ た 培 養 液 は 、 排 水 チ ャ ン ネ ル ５ で 回 収 さ れ 、 培 養 液 タ ン ク ６
へ 送 ら れ る 。 こ の よ う に し て 、 植 物 体 の 生 育 に 影 響 を 与 え な い 程 度 の 濃 度 を 回 避 し つ つ 、
培 養 液 を 、 効 率 的 に 循 環 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
上 記 の よ う に 構 成 す る こ と に よ っ て 、 栽 培 パ ネ ル で 保 持 さ れ た 植 物 体 の 育 成 に 影 響 を 与 え
な い ま で 、 上 流 と 下 流 で の 培 養 液 の 濃 度 差 を 解 消 し て 培 養 液 の 層 を 薄 く フ ィ ル ム 状 に 供 給
す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
（ ８ ） 従 来 の 水 耕 栽 培 装 置 と 本 発 明 に よ る 栽 培 結 果 の 比 較
従 来 の 水 耕 栽 培 装 置 （ 図 ５ ） と 本 水 耕 栽 培 装 置 に よ る レ タ ス の 育 成 結 果 （ 図 ６ ） を 示 す 。
従 来 の 水 耕 栽 培 装 置 と は 一 般 に 普 及 し て い る NFT栽 培 装 置 で あ り ， 培 養 液 供 給 方 法 以 外 の
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育 成 条 件 は 同 一 で あ る 。 そ の 結 果 、 一 株 あ た り 平 均 新 鮮 重 は 従 来 型 栽 培 装 置 で 118.6gで 、
栽 培 ベ ッ ド の 上 流 と 下 流 で 、 最 大 78.2gの 差 が あ る 、 こ れ に 対 し て 、 本 水 耕 栽 培 装 置 で は
平 均 で 132.7gと な り 従 来 型 よ り も 有 意 に 大 き く な っ た (0.05レ ベ ル )． さ ら に 本 水 耕 栽 培 装
置 で は の 上 流 と 下 流 で 、 最 大 13.8gの 差 に 止 ま り 、 育 成 差 が 極 め て 小 さ い 。 生 育 差 が 本 水
耕 栽 培 装 置 で 小 さ い こ と は 標 準 偏 差 が 4.98と 従 来 の 水 耕 栽 培 装 置 の 20.96に 対 し て 極 め て
小 さ い こ と で も 示 さ れ た 。
【 ０ ０ １ ９ 】
以 上 説 明 し た よ う に 本 発 明 に よ る と 、 極 め て 簡 易 な 構 成 に よ り 、 培 養 液 供 給 パ イ プ か ら 排
出 さ れ た 培 養 液 は 、 栽 培 ベ ッ ド 上 を 移 動 す る 距 離 が 短 く 、 植 物 体 の 根 系 を 通 過 す る こ と に
よ る 培 養 液 濃 度 の 低 下 が 無 視 で き る ま で に 小 さ く な る 。 従 っ て 、 培 養 液 濃 度 の 管 理 の た め
複 雑 な 制 御 装 置 を 用 い る こ と な く 、 作 物 の 生 育 速 度 の 差 が 解 消 し 、 均 一 な 大 き さ の 植 物 体
を 大 規 模 に 栽 培 す る こ と が 可 能 に な る 。 な お 、 上 記 実 施 例 で は 、 ２ 方 向 の 傾 斜 で あ っ た が
、 こ れ に 限 ら ず 、 栽 培 ベ ッ ド の 中 間 部 で 変 更 し 、 植 物 体 の 生 育 に 合 わ せ て 変 更 す る こ と も
可 能 で あ る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
本 発 明 の 利 用 可 能 性 と し て 、 上 記 の よ う な 培 養 液 の 層 を 薄 く フ イ ル ム 状 に 供 給 す る 水 耕 栽
培 装 置 （ Nutrient Film Technique）
に 最 適 で あ る が こ れ に 限 定 さ れ る も の で は な い 。 本 発 明 に お い て は 、 培 養 液 濃 度 の 低 下 が
無 視 で き る ま で に 小 さ く な る の で 、 培 養 液 を 循 環 さ せ て 栽 培 す る 循 環 式 の 水 耕 栽 培 装 置 に
実 施 す る こ と が で き る 。 ま た 、 長 大 な 栽 培 ベ ッ ド を 有 す る そ の 他 の 水 耕 栽 培 装 置 に お い て
も 実 施 可 能 で あ り 、 極 め て 有 用 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ １ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に 係 る 水 耕 栽 培 装 置 。
【 図 ２ 】 本 発 明 に 係 る 水 耕 栽 培 装 置 の 断 面 図 。
【 図 ３ 】 本 発 明 に 係 る 水 耕 栽 培 装 置 の 栽 培 ベ ッ ド の 断 面 図 。
【 図 ４ 】 本 発 明 に 係 る 水 耕 栽 培 装 置 の 栽 培 ベ ッ ド へ の 培 養 液 の 流 れ を 説 明 す る 図 。
【 図 ５ 】 従 来 の 水 耕 栽 培 装 置 に よ る レ タ ス の 生 育 結 果 。
【 図 ６ 】 本 発 明 に 係 る 水 耕 栽 培 装 置 に よ る レ タ ス の 生 育 結 果 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
１ … 一 次 傾 斜 (１ ％ )
２ … 二 次 傾 斜 （ ３ ％ ）
３ … 栽 培 ベ ッ ド （ 長 さ 18m ｘ  幅 46cm）
４ … 培 養 液 供 給 パ イ プ （ PVC 13）
５ … 排 水 チ ャ ン ネ ル （ 幅 5.5cm， 深 さ 2.0cm）
６ … 培 養 液 タ ン ク （ 56.5 x 72 x 60 cm）
７ … ポ ン プ （ Hitachi, C-P60J）
８ … キ ャ ピ ラ リ マ ッ ト
９ … フ ィ ル タ （ Arkal3/4” , Arkal Filtration Systems）
１ ０ … ド リ ッ プ イ リ ゲ ー シ ョ ン ホ ー ス （ Evaflow A, Netafim）
１ １ … 植 物 体 （ レ タ ス ， Lectuca sativa L. cv L-2, 株 式 会 社 み か ど 種 苗 ）
１ ２ … 植 物 体 保 持 穴 ま た は 植 物 体 根 系 の 位 置
１ ３ … 培 養 液 の 流 れ
１ ４ … 栽 培 パ ネ ル ： 発 砲 ス チ ロ ー ル 板  90 x 180 cm
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【 図 １ 】
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【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】

【 図 ６ 】
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